
　

本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
の
特

徴
は
、
高
校
再
編
関
連
事
業
を
重

点
と
し
、ご
高
齢
者
を
敬
い
尊
び
、

子
ど
も
た
ち
の
未
来
に
責
任
を
も

つ
町
政
実
現
の
た
め
の
施
策
の
充

実
で
す
。

　

ま
ず
、
高
校
再
編
関
連
事
業
と

し
て
、
平
成
32
年
度
に
開
校
予
定

の
県
内
最
大
の
定
員
見
込
み
で
あ

る
県
立
高
校
校
舎
新
設
の
た
め
、

市
川
大
門
町
民
会
館
と
体
育
館
な

ど
が
あ
る
町
有
地
を
提
供
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

新
た
に
〔
仮
称
〕生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
、
町
立
図
書
館
及
び
町
民
体

育
館
を
建
設
す
る
た
め
、
平
成
29

年
度
に
新
施
設
整
備
事
業
と
し
て

土
地
の
購
入
及
び
基
本
計
画
の
作

成
を
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
こ
れ

ら
の
施
設
は
、
平
成
31
年
度
の
竣

工
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
取
り
組
ん

で
い
る
人
口
減
少
対
策
に
関
し
ま

し
て
も
、「
若
者
定
住
促
進
住
宅

補
助
金
事
業
」、「
婚
活
支
援
事
業
」

を
引
き
続
き
実
施
し
、
関
連
す
る

基
盤
整
備
事
業
と
し
て
、「
町
道

矢
作
上
野
線
新
設
改
良
事
業
」
な

ど
の
道
路
・
農
道
・
水
路
整
備
事

業
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

　

次
に
、
ご
高
齢
者
に
対
す
る
福

祉
施
策
と
し
て
「
長
寿
・
医
療
費

給
付
金
事
業
」、「
百
歳
の
祝
い
事

業
」、「
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
な

ど
を
継
続
実
施
し
、
高
齢
者
福
祉

の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
他
の
福
祉
施
策
と
し
て
、
新

た
に
障
害
者
の
自
立
支
援
施
設
を

立
ち
上
げ
る
「
障
害
者
自
立
支
援

拠
点
整
備
事
業
」、
継
続
事
業
と

し
て
「
手
話
施
策
推
進
事
業
」
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

続
い
て
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来

に
責
任
を
も
つ
施
策
と
し
て
、
子

育
て
支
援
対
策
で
あ
る
、
保
育
所

園
舎
建
替
え
の
た
め
の
「
新
園
舎

整
備
事
業
」、
町
民
会
館
の
取
り

壊
し
に
伴
う
「
じ
ど
う
か
ん
学
童

ク
ラ
ブ
仮
施
設
設
置
事
業
」
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。

　

特
に
「
新
園
舎
整
備
事
業
」
で

は
、
保
育
と
子
育
て
支
援
の
拠
点

施
設
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
た

め
、
富
士
見
保
育
所
と
市
川
保
育

所
を
統
合
し
平
成
31
年
4
月
の
開

園
を
目
指
し
、
造
成
工
事
に
着
手

し
ま
す
。

　

継
続
事
業
で
は
、「
子
育
て
支

援
医
療
費
助
成
事
業
」、「
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
」、

「
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
」

及
び
「
子
育
て
祝
い
金
支
給
事

業
」
な
ど
を
引
き
続
き
実
施
し

ま
す
。

　

こ
の
他
の
施
策
と
し
て
、
街
灯

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
も
対
象
と
し
た
「
街

灯
設
置
補
助
金
」
や
住
宅
の
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
に
対
し
て
補
助
す

る
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事

業
」
な
ど
の
事
業
を
継
続
実
施
し

ま
す
。

　

歳
入
の
最
も
大
き
な
割
合
を

占
め
る
地
方
交
付
税
は
、
地
方

財
政
対
策
の
各
種
指
標
な
ど
に

よ
る
試
算
か
ら
増
額
を
予
測
し
、

34
億
３
，
３
２
７
万
７
千
円
（
前

年
度
比
４
・
７
１
％
増
）
を
見
込

み
ま
し
た
。
自
主
財
源
と
し
て

最
も
大
き
な
割
合
を
占
め
る
町

税
は
、
平
成
28
年
11
月
末
現
在

の
調
定
額
等
か
ら
減
を
見
込
み
、

16
億
７
，
８
１
４
万
６
千
円
（
前

年
度
比
２
・
１
５
％
減
）
を
見
込

み
ま
し
た
。

　

借
金
に
あ
た
る
町
債
は
、
普

通
建
設
事
業
が
減
額
の
た
め
、

９
億
８
，
６
４
９
万
１
千
円
（
前

年
度
比
６
・
５
０
％
減
）
を
見
込

み
ま
し
た
。

　

な
お
、
町
全
体
の
平
成
28

年
度
末
の
町
債
の
残
高
は
、

２
２
８
億
６
，
３
５
２
万
９
千

円
（
う
ち
一
般
会
計
分
は

１
１
６
億
３
，
１
８
３
万
円
）

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
町
民

一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と

１
３
７
万
４
千
円
に
な
り
ま
す
。

　

左
の
円
グ
ラ
フ
は
、
歳
出
状
況

を
性
質
別
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

性
質
別
歳
出
で
は
人
件
費
、
扶

助
費
、
公
債
費
な
ど
の
支
出
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
経
費
や
、
道

路
や
公
共
施
設
の
建
設
な
ど
と

い
っ
た
投
資
的
な
経
費
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

家
計
で
い
え
ば
人
件
費
は
食
費

に
、
物
件
費
は
光
熱
水
費
に
、
扶

助
費
は
医
療
費
に
、
補
助
費
と
繰

出
金
は
子
ど
も
へ
の
仕
送
り
、
公

債
費
は
借
金
の
返
済
と
置
き
代
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
は

必
ず
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

経
費
で
、
全
体
の
82
％
を
占
め
て

い
る
こ
と
か
ら
、
臨
時
的
に
使
え

る
お
金
は
非
常
に
少
な
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
引
き
続
き
財
政
の
健

全
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

扶助費(12%)
10億7,577万7千円

公債費(12%)
 10億2,307万5千円

普通建設事業費(9%)
7億6,894万1千円

繰出金(14%)
13億8万7千円

人件費(14%)
13億57万3千円

物件費(15%)
14億851万4千円

補助費等(15%)
13億9,517万2千円

町税(18.3%)
16億7,814万3千円

地方消費税交付金(2.9%)
2億4,459万7千円

町債(10.7%)
9億8,649万円16千円

地方交付税(37.4%)
34億3,327万7千円

自
主
財
源

依
存
財
源

扶助費(12%)
10億7,577万7千円

性 質 別
歳出状況
性 質 別
歳出状況

国庫支出金(6.4%)
5億8,449万8千円

県支出金(4.6%)
4億2,255万6千円

地方消費税交付金(2.5%)
2億2,913万1千円

その他(0.9%)
8,726万5千円

繰入金(5.0%)
4億5,782万5千円

分担金及び負担金(1.7%)
1億5,620万円

繰越金(2.9%)
2億6,914万3千円

使用料及び手数料(1.2%)
1億591万8千円
その他(8.4%) 
 7億7,400万7千円

自
主
財
源

自
主
財
源

依
存
財
源

依
存
財
源

地方交付税(37.4%)
34億3,327万7千円

町債(10.7%)
9億8,649万円1千円

町税(18.3%)
16億7,814万6千円

補助費等(15%)
13億9,517万2千円

物件費(15%)
14億851万4千円

人件費(14%)
13億57万3千円

繰出金(14%)
13億8万7千円

普通建設事業費(9%)
7億6,894万1千円

公債費(12%)
 10億7,307万5千円

その他(9%)
8億6,231万8千円

３
月
16
日
、
平
成
29
年
度
の
当
初

予
算
が
町
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
一
般
会
計
予
算
を
91
億
８
，

４
４
５
万
７
千
円
で
編
成
。
特
別
会
計

と
合
わ
せ
た
予
算
総
額
１
５
３
億
３
，

１
８
０
万
５
千
円
で
市
川
三
郷
町
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

予
平成 29 年度

平成29 年度版 「知ってほしい、まちの予算」
　広報紙だけでは伝えきれない今年
度の予算や各種事業について、わか
りやすく説明した「知ってほしい、
まちの予算」を発行します。各戸に
回覧し、町内公共施設に設置します。
また町ＨＰからもＰＤＦでご覧いた
だけます。
　入手ご希望の方は広聴広報係
☎ 055-272-1101 までご連絡下さい。

算

性
質
別
歳
出
状
況
で
見
る

財
政
の
状
況

高
校
再
編
関
連
事
業
を

重
点
と
し
、
ご
高
齢
者

を
敬
い
尊
び
、
子
ど
も

た
ち
の
未
来
に
責
任
を

も
つ
町
政
実
現
の
た
め

の
施
策
の
充
実

歳
出（
一
般
会
計
）

扶助費(12%)
10億7,577万7千円

公債費(12%)
 10億2,307万5千円

普通建設事業費(9%)
7億6,894万1千円

繰出金(14%)
13億8万7千円

人件費(14%)
13億57万3千円

物件費(15%)
14億851万4千円

補助費等(15%)
13億9,517万2千円

町税(18.3%)
16億7,814万3千円

地方消費税交付金(2.9%)
2億4,459万7千円

町債(10.7%)
9億8,649万円16千円

地方交付税(37.4%)
34億3,327万7千円

自
主
財
源

依
存
財
源

扶助費(12%)
10億7,577万7千円

性 質 別
歳出状況
性 質 別
歳出状況

国庫支出金(6.4%)
5億8,449万8千円

県支出金(4.6%)
4億2,255万6千円

地方消費税交付金(2.5%)
2億2,913万1千円

その他(0.9%)
8,726万5千円

繰入金(5.0%)
4億5,782万5千円

分担金及び負担金(1.7%)
1億5,620万円

繰越金(2.9%)
2億6,914万3千円

使用料及び手数料(1.2%)
1億591万8千円
その他(8.4%) 
 7億7,400万7千円

自
主
財
源

自
主
財
源

依
存
財
源

依
存
財
源

地方交付税(37.4%)
34億3,327万7千円

町債(10.7%)
9億8,649万円1千円

町税(18.3%)
16億7,814万6千円

補助費等(15%)
13億9,517万2千円

物件費(15%)
14億851万4千円

人件費(14%)
13億57万3千円

繰出金(14%)
13億8万7千円

普通建設事業費(9%)
7億6,894万1千円

公債費(12%)
 10億7,307万5千円

その他(9%)
8億6,231万8千円

■一般会計歳入内訳

■一般会計歳出内訳

今年度の主な新規・継続事業
▪ 新施設整備事業 2億9,497万1千円
▪ じどうかん学童クラブ仮施設設置事業 1,617万3千円
▪ 日向山１号線・２号線改良事業 1,400万0千円
▪ 障害者自立支援拠点整備事業 1,200万0千円
▪ 岩間御幸道路５号線拡幅事業 1,042万4千円
▪ 水道施設整備計画基礎調査事業 647万0千円
▪ 三帳集会所修繕事業 456万2千円
▪ 防災備蓄倉庫設置事業 431万0千円
▪ 空き家等対策事業 351万8千円
▪ 下大鳥居ほ場内水量検討基本設計事業 300万0千円
▪ 耐震性貯水槽設置事業 113万0千円
▪ 消防団員中型自動車免許取得支援事業 49万1千円
▪ 市川三郷町県人会事業 21万0千円
▪ 峡南医療センター負担金 2億7,566万2千円
▪ 町道矢作上野線新設改良事業 1億7,244万0千円
▪ 新園舎整備事業 6,912万0千円
▪ 子育て支援医療費助成事業 6,854万8千円
▪ 小中学校少人数学級の推進事業 4,415万1千円
▪ 放課後児童健全育成事業 3,532万7千円
▪ 長寿・医療費給付金事業 3,056万2千円
▪ 若者定住促進住宅補助金事業 800万0千円

歳
入（
一
般
会
計
）

前
年
度
比 

７
・
７
０
％
の
増

55

3 No.140 2No.140



■
学
ぶ
ま
ち
づ
く
り

■
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

■
楽
し
む
ま
ち
づ
く
り

■
町
長
に
お
ま
か
せ 

寄附金を何の目的で使ってほしいかは、
つぎのメニューからお選び下さい

　
広
報
３
月
号
で
お
知
せ
し
ま
し
た
、
施
設

利
用
の
期
限
に
つ
い
て
、
県
と
協
議
し
た
結

果
、
左
記
の
期
日
ま
で
延
長
と
な
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問町生涯学習課
☎ 055-272-6094

峡
南
北
部 

新
設
高
校
建
設

町民会館・町立図書館・町民体育館
の利用期限延長のお知らせ 

町民体育館・町民会館

１１月３０日まで

※図書館は、引越し・片付け作業に時間を要すため１０月３１日で閉
館させていただきます。ご不便をおかけいたしますが、ご理解とご協
力をお願い致します。

　「ふるさと納税制度」は、皆さんがふるさとに対し
貢献したい、応援したいという気持ちを寄附金のか
たちで実現できる制度です。
　寄附をしていただいた場合、現在お住まいの自治
体へ納付する住民税などが、寄附金額に応じて一定
の額まで控除されます。
　１万円以上を寄附いただいた方には、お礼の品と
して町特産の旬の農産物などをご用意しております。
　ぜひ、町外にお住まいの家族や親戚、ご友人にも「ふ
るさと納税制度」をご紹介下さい。ご協力よろしく
お願いいたします。

町への想いを形にできる
ふるさと納税制度

のご案内

協力事業者を募集しています

　寄附者へお贈りするお礼の品をご提供いた

だく「返礼品提供事業者」を募集しています。

選定された返礼品については、ホームページ

等で全国にＰＲさせていただきます。ふるさ

と納税制度を活用し、町の魅力を発信してい

きませんか。（費用はかかりません）

【募集する商品】

市川三郷町の魅力を発信できる特産品
・�町内で製造、加工、栽培、販売されている商品や
農林水産物

・�町内で提供されるサービス
（食事券などのサービスの対価を保証する商品券も可）

・�町の PRに効果があると認められるもの

※�ただし、町が協力事業者・返礼品として適当でない
と認めた場合は、選定されないことがあります。
　詳しい内容についてはお問い合せ下さい。

■
退
団
者

　
団
　
　
長　

�

丹
澤
忠
行

　
副 

団 

長　

�

渡
邊　

覚

　
第
１
分
団　

�

芦
沢
正
和
、
石
原　

聖	

河
野　

誠

　
第
２
分
団　

�

伊
藤
和
仁
、
保
坂
恭
司	

村
松
昭
彦

　
第
３
分
団　

�

水
上
義
人
、
塩
島　

卓	

田
中
秀
幸
、
石
川
正
樹	

塩
島
昭
洋
、
窪
田
幸
一	

石
川
万
平
、
内
藤
卓
也	

長
倉
宏
昌
、
斉
藤
啓
士

　
第
４
分
団　

�

渡
辺
泰
正

　
第
６
分
団　

�

芦
澤
文
久
、
立
川
茂
春	

佐
野
卓
也
、
二
ノ
宮
圭
輔	

遠
藤　

剛

　
第
７
分
団　

�

石
原
保
志
、
石
原
哲
也

　
第
８
分
団　

�

丸
山
一
洋
、
伊
藤
末
広

　
第
９
分
団　

�

望
月
直
人
、
加
藤
武
師	

河
口　

勝

　
第
10
分
団　

�

望
月
真
司

　
第
12
分
団　

�
斉
藤
貴
英
、
切
金
孝
哲	

川
崎
哲
也

　
女
性
消
防
隊　

�

渡
邊
麻
理

■
入
団
者

　
本
　
　
団　

�

笠
井
豊
邦

　

第
１
分
団　

�

石
原
稜
平

　
第
２
分
団　

�

樋
口
祐
介
、
渡
邉
健
人

　
第
３
分
団　

�

星
野
新
一
、
塩
島
尚
貴

　
第
４
分
団　

�

塩
澤
克
哉

　
第
６
分
団　

�

伊
藤
淳
一
、
淡
路
貴
之

　
第
７
分
団　

�

石
原
由
紀
夫
、
石
原
康
平

　
第
８
分
団　

�

内
田
千
章

　
第
９
分
団　

�

望
月
伸
一
郎
、
渡
辺
晃
志	

長
田
力
也

　
第
10
分
団　

�

粟
冠
徹
郎

　
第
12
分
団　

�

有
野
大
裕

　
女
性
消
防
隊　

�

牧
野
日
向
子
、
富
樫
直
美	

石
原
万
穂

■
役　

員

　
団
　
　
長　

�

望
月
勇
雄

　
副 

団 

長　

�

笠
井
豊
邦
、
関
部
喜
彦	

諏
訪
孝
吉

　
第
１
分
団　

�

有
泉　

修
、
小
林
洋
一

　
第
２
分
団　

�

丹
沢
忠
彦
、
樋
口
祐
介

　
第
３
分
団　

�

乙
黒
正
仁
、
星
野
新
一	

　
第
４
分
団　

�

丹
沢
秀
彦
、
伊
東　

聡

　
第
５
分
団　

�

村
松　

正
、
一
瀬
大
輔

　
第
６
分
団　

�

相
澤　

悟
、
相
沢　

強

　
第
７
分
団　

�

伊
藤
清
文
、
石
原
由
紀
夫

　
第
８
分
団　

�

榊
原　

孝
、
内
田
千
章

　
第
９
分
団　

�

小
林
茂
広
、
依
田
正
則

　
第
10
分
団　

�

遠
藤
勝
彦
、
小
林　

博

　
第
11
分
団　

�

笠
井
琢
実
、
笠
井
太
介

　
第
12
分
団　

�

渡
辺　

豪
、
渡
辺　

稔

　
女
性
消
防
隊　

�

一
瀬　

茜
、
高
柳
咲
子

（
敬
称
略
）

平
成
29
年
度

市
川
三
郷
町
消
防
団
体
制

ふるさと納税へのご寄附
ありがとうございました

　平成２８年度の寄附者からいただいた
メッセージを一部紹介します。

町の出身者のみならず、市川三郷町を第二のふ
るさと、心のふるさとと思っている方など、ど
なたからでも寄附の受付を行っています。

　大好きなふるさとです。子どもが減り、少
し寂しい街になってきましたが、いつまでも安
らぎのあるふるさとであってほしいです。

（東京都50代女性）

　生まれ育った町に少しでもお礼がしたいと思
っています。これからも継続していきますので
住民の皆さまの暮らしへのご活用お願いします。

（東京都女性）

　町興しに繋がる素晴らしいコンセプトを持つ「ふ
るさと納税」の企画だと思います。これからも頑張
って下さい。                                     （東京都40代男性）

■有料観覧座席 最上段席 １席 4,000 円
ＵＴＹにて先行販売します。

有料観覧座席 最上段席
（階段席の最上段）

５月 22 日より先行販売

ＵＴＹテレビ山梨営業推進部 
☎055-232-1118

【取扱い時間】午前 10時から午後６時まで
（土日祝日を除く）

その他の観覧座席・シート席は
６月１日より販売

町立図書館

１０月３１日まで

問町企画課ふるさと納税係☎ 055-272-1103

5
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先
日
、
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り

の
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で
ス
ー
ツ
姿

の
男
性
が
カ
ー
ト
を
引
き
、
園
服

姿
の
２
人
の
お
子
さ
ん
と
楽
し
そ

う
に
お
買
い
物
を
す
る
姿
を
目
に

し
ま
し
た
。
お
仕
事
が
終
わ
っ
た

後
の
お
迎
え
か
な
、
マ
マ
は
お
仕

事
か
な
、
そ
れ
と
も
…
？
と
、
私

は
そ
の
光
景
を
微
笑
ま
し
く
眺
め

て
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
の
頃
、
担
任
の
男
性
教

師
が
、
学
校
に
来
る
前
に
朝
洗
濯

物
を
干
し
て
く
る
と
い
う
ウ
ワ
サ

が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
は
、
な
に

か
嫌
な
（
な
ん
だ
か
落
ち
着
か
な

い
）
気
持
ち
に
な
っ
た
記
憶
が
あ

り
ま
す
。
後
々
先
生
の
奥
様
に
話

を
聞
く
と
「
共
働
き
生
活
で
忙
し

く
、
お
互
い
に
で
き
る
事
を
し
て

い
た
の
で
、
私
の
家
庭
で
は
当
た

り
前
で
し
た
よ
」
と
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

私
の
家
で
は
、
主
人
も
食
事
を

作
り
洗
濯
物
を
干
し
て
く
れ
ま

す
。
買
い
物
も
お
願
い
し
ま
す
。

共
働
き
の
た
め
、
家
庭
で
の
役
割

を
補
い
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま

す
。
共
働
き
世
帯
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家

庭
で
パ
パ
や
マ
マ
や
子
ど
も
た
ち

が
、
男
性
・
女
性
と
い
う
枠
組
み

に
と
ら
わ
れ
ず
、
家
族
で
補
い
な

が
ら
役
割
分
担
を
す
る
新
し
い
慣

習
が
で
き
て
き
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
古
い
慣
習
に
し
ば
ら
れ
る
こ

と
の
な
い
家
庭
生
活
が
築
か
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　

地
域
社
会
に
は
、
性
別
を
理
由

と
し
て
固
定
的
に
決
め
つ
け
ら
れ

た
意
識
や
慣
習
が
ま
だ
ま
だ
残
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
家
庭
環
境

と
同
じ
よ
う
に
、
地
域
で
も
、
お

互
い
が
無
理
せ
ず
、
支
え
あ
い

補
い
あ
え
る
社
会
に
少
し
ず
つ
変

わ
っ
て
い
け
る
と
考
え
ま
す
。
オ

ギ
ャ
ー
と
生
ま
れ
た
瞬
間
か
ら
、

誰
も
が
社
会
の
一
員
で
す
。
自
分

た
ち
の
地
域
社
会
が
住
み
良
い
環

境
に
な
る
よ
う
に
、
男
性
、
女
性

を
区
別
し
て
負
担
を
強
い
る
の
で

は
な
く
、
ひ
と
り
の
人
と
し
て
お

互
い
を
理
解
し
支
え
あ
い
な
が

ら
、
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
を
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

わ
が
家
の
今
日
の
買
い
物
当
番

市
川
三
郷
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
委
員

望
月 

良
美

今回は「ＧＷゴールデンウィーク」、「こいのぼり」と５０音の「ぱ」行を紹介します

基本的な手話を覚えよう

ぱ「ぱ」行
右手を使い

ぴ ぷ ぺ

連載 vol.16

問
町
福
祉
支
援
課
福
祉
係
☎
０
５
５
（
２
７
２
）
１
１
０
６

手
話
で
シ
ュ
ワ
ッ
チ
！

「は」行の指
文字を上へ動
かします。

シ
ュ
ワ
ッ
チ
…
??

「こいのぼり」「ＧＷゴールデンウィーク」

右手をこいのぼりがた
なびくように体の右側
へ動かす。

体の左側で左手の人差
し指を立て、右手を広
げ近づける。

ぽ

体の右側で指文字のＷ
を作ります。※写真は見やす
いように逆からにしています。

体の左側で自分から読
めるように指文字のＧ
を作ります。

緊
急
速
報
メ
ー
ル

富
士
川
の
洪
水
情
報

配
信
開
始

　

富
士
川
で
大
規
模
な
洪
水
が
発
生

し
た
場
合
の
自
主
的
な
避
難
に
役
立

て
る
た
め
、
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
利
用
し
た
緊
急
速
報
メ
ー

ル
の
配
信
を
５
月
１
日
か
ら
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

【
配
信
エ
リ
ア
】
町
内
全
域

【
配
信
情
報
】
富
士
川
・
釜
無
川
に

お
け
る
氾
濫
危
険
情
報
・
氾
濫
発
生

情
報

【
留
意
事
項
】
▽
携
帯
電
話
の
電
源

が
入
っ
て
い
な
い
場
合
や
、
圏
外
、

電
波
状
況
の
悪
い
場
所
、
機
内
モ
ー

ド
時
、
通
話
中
、
パ
ケ
ッ
ト
通
信
中

の
場
合
は
受
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

▽
ご
利
用
の
機
種
に
よ
り
、
緊
急
速

報
メ
ー
ル
に
対
応
し
て
い
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
国
土
交
通
省
甲

府
河
川
国
道
事
務
所
調
査
第
一
課

☎
０
５
５
（
２
５
２
）
８
８
８
４

町
防
災
課
☎
０
５
５
（
２
７
２
）

１
１
７
５

Ｇ Ｗ

スポーツ安全協会 山梨県支部〈（公財）山梨県体育協会内〉〒400-0836 甲府市小瀬町 840
TEL055-243-3920 電話受付時間：午前9時～午後5時（土、日、祝日を除く。）

まかせて安心

対象となる事故 団体活動中の事故/ 往復中の事故
保険期間 平成29年4月1日午前0時から平成30年3月31日午後12時まで

掛金
高校生以上64歳以下の方のスポーツ活動を補償するC区分は1,850円例

掛金（1人年額 800円～11,000円）は、活動内容・年齢によってご選択いただく加入区分ごとに異なります。

補償内容 補償内容は、加入区分によって異なります。詳しくは、ホームページなどをご覧ください。

傷害保険 賠償責任保険 突然死葬祭費用保険
携帯電話から
資料請求ができます。

4 名以上の団体・グループで
ご加入ください。

4 名以上の団体・グループで
ご加入ください。

44

検索スポーツ安全協会

インターネットからも加入
受付を行っております。
詳しくは、ホームページを
ご覧ください。

※
本
人
・
ご
家
族
の
申
し
出
が
あ
っ
た
も
の
の
み
掲
載

３月届出分
（敬称略）

お
く
や
み

お
め
で
た

地区名頭ライン

名前頭ライン

名前頭ライン

と 

も 

き
ひ
び
き

り 

つ

さ

　な

ゆ 

う 

り

誕
生
元
気
に
育
っ
て
ね

氏　

名

届
出
人

地　

域

死
亡

氏　

名

届
出
人

地　

域

 

お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

結
婚
す
ば
ら
し
い

　
　
　
　

ご
家
庭
を

両

人

の

氏

名

地区名頭ライン

名前頭ライン

名前頭ライン

と 

も 

き
ひ
び
き

り 

つ

さ

　な

ゆ 

う 

り

地区名頭ライン

名前頭ライン

名前頭ライン

と 

も 

き
ひ
び
き

り 

つ

さ

　な

ゆ 

う 

り
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